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た。一方で、 「もっと深く掘り下げて欲しかった」
「もっと秋田に特化してほしかった」という意見
も少数あった。
　資料数については、「多い」24%、「ちょうどよ
い」70%、「少ない」６% であり、感想の中に「多
くて良かった」もあったことから、満足のいただ
ける資料数であったと推察できる。展示の満足度
については、「満足」83%、「ふつう」17% であり、
不満が少数であった。医療・健康に関する展示の
開催を希望するかという問いには「はい」が 86％
と非常に大きく、健康への関心の高さがうかがえ
た。
　その他、印象に残ったコーナーを問うと、回答
は様々であったが特に薬の原料となった動物由来
資料（阿仁マタギの薬）や植物資料には関心が高
く、10 代未満、10 代の回答者には体験コーナー
の人気が高かった。
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図１　年齢
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図４　ポスターを見た場所
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図２　性別
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図５　住まい
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図３　展示を何で知ったか
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図６　難易度
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８．終わりに

　薬を題材にした今回の展示は、期間中の来館者
からは多くの反響があった。展示室内の様子とア
ンケート結果から、来館者とともに医療文化を振
り返る・掘り起こすということに対し一定の効果
を示したと考える。また、身近な医療というテー
マへの関心の高さを知るとともに、研究の深化を
望む声、学びの機会として展示の再開催を期待す
る声は今後の調査への励みとなった。展示終了後
の現在も関係資料を郵送して下さる方や、関連の
話題や情報を提供して下さる方も多く、感謝して
いる。
　今回の県内の薬資料に関する調査は、まだ始
まったばかりであり、全域にわたって資料調査を
行ったわけではない。また、展示においても一部
を取り上げたにすぎない。今後も調査を継続し、
多くの方から御教示頂きながら地方における過去
の医療活動の一面を明らかにしていきたい。
  最後に、本展示に協力頂いた全ての機関、協力
者の皆様に改めて感謝したい。特に植物資料作製
に御協力頂いた佐藤隆氏、展示調査全体において
御教示頂いた吉田慶嗣氏に感謝の意を表したい。
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図７　満足度
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図８　医療・健康に対する展示がみたいか


